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レンタサイクル稼働中！

自転車乗って『ええとこ』いこら。

貸出施設はこちら

G.WORKS

龍神温泉元湯

龍神村

ドラゴンミュージアム

田辺市龍神村福井493

（道の駅龍游敷地内）

TEL0739-77-0785

田辺市龍神村柳瀬908

TEL0739-78-0072

田辺市龍神村龍神37

（別館：田辺市龍神村龍神5）

TEL0739-79-0726

交通機関お問い合わせ

□龍神自動車

（0739）22-2100

□南部タクシー

（0739）22-2608

□南海りんかんバス

（0736）56-2250

□高野山タクシー

（0120）372-628

□白浜第一交通

（0739）42-2916

□明光タクシー

（0739）42-3751

□熊野第一交通本社

（0735）22-6313

列車・バス（公共交通）をご利用の場合

新大阪 天王寺 南部 紀伊田辺 龍神温泉

難波

和歌山 橋本 極楽橋 高野山 護摩壇山
龍神温泉

約16分 特急115分 約7分 約80分

南海高野山線

約90分

約70分 約60分 約5分 約65分 約40分

■…電車 ■…高野山ケーブル ■…南海りんかんバス ■…龍神バス

聖地巡礼バス(高野山～龍神温泉)2025年の運行については、

4/3～11/30の期間となっております（火曜・水曜は運休）

マイカーをご利用の場合
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龍神村の観光情報盛り沢山！

気になるページがすぐ見つけ

られちゃいます。

ホームページ

Instagram

イベント情報、フォトコンテスト

開催情報をいち早くお届け。

ぜひフォローお願いします！

X（旧Twitter）

温泉むすめ「龍神晴」ちゃん情

報発信中！最新情報をいち早

くチェックできます。

飛行機をご利用の場合

関西国際空港から
JR関西国際空港線、日根野駅乗換えで特急列車にて約1時間半でJR紀伊田辺駅到着。

JR紀伊田辺駅から龍神バスで約1時間20分で龍神温泉へ。

羽田国際空港から
空路南紀白浜空港まで約1時間15分。JR白浜駅までバスで20分、乗り継ぎJR紀伊田辺駅

から、龍神バスで約1時間20分で龍神温泉へ。

編集後記
専務理事 前田 敦司

情報誌「龍神観光マガジンvol.10冬号」をお読みいただき、

ありがとうございます。

１月も中旬に入り、厳しい寒さが続いています。先日から何

度か雪が降った日もあって、きれいな雪の風景を眺めながら

橋や道路の凍結に注意して慎重に車を運転しています。

先日の日曜日、龍神市民センターに、龍神村駅伝競走大会

を見に行ってきました。

今回で52回目となる新年の恒例行事で、前日までの雪が

少し残る中、小中学生、高校生、一般の方と、大勢の方が参

加していて、各チームの選手が、それぞれに楽しく、そして全

力で走ってタスキをつなぐ姿に、自然と声を出して応援しまし

た。

また、年齢の関係なのか最近とても涙もろくなっていて、特

に、孫と重ねてしまうためか、子どもたちが一生懸命に走る姿

を見ていると胸が熱くなる感覚があって、目頭まで熱くなって

しまいました。

選手みんなが懸命に元気よく走る姿に多くの刺激を受けて、

自分自身も運動不足解消や新しいチャレンジなど、いろいろ

なことにがんばっていこうと思った１日でした。

本号では、「季楽里龍神」や「甲斐ノ川の天狗岩」などをご紹

介させていただきました。冬の龍神村にもぜひお越しいただ

いて、冬ならではの幻想的な風景を感じていただき、また、温

泉で日々の疲れを癒していただければと思います。皆様のお

越しをお待ちしています。

あわせて、引き続き本誌をご活用いただきますようお願いし

ますとともに、次号もご期待ください。
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な
べ
さ
か
う
じ
が
み

季
楽
里
龍
神

今
回
の
マ
ニ
ア
ス
ポ
ッ
ト
は
龍
神
村
の
「
天
狗
」の
名
が
付
く
木
や
場
所
の
一
つ
、
甲
斐
ノ
川
方
栗
（
ほ

う
く
り
）地
区
に
伝
わ
る
「天
狗
岩
」の
お
話
で
す
。

こ
の
天
狗
岩
は
方
栗
橋
か
ら
約
1.

5
㎞
進
む
と
あ
る
高
さ
3
ｍ
程
の
ヤ
ッ
カ
ン
滝
右
手
の
北
又
谷
の

上
流
に
あ
る
岩
山
を
指
し
、
江
戸
時
代
末
期
ま
で
こ
こ
ら
一
帯
は
モ
ミ
や
ツ
ガ
等
の
針
葉
樹
と
ナ
ラ
や

ク
ヌ
ギ
等
の
落
葉
樹
に
覆
わ
れ
、
日
光
が
地
面
に
届
か
ず
苔
む
し
た
堆
積
土
が
広
が
っ
た
原
生
林
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

当
時
岩
山
の
近
く
に
は
他
の
樹
木
と
比
べ
て
も
抜
き
ん
で
た
ツ
ガ
の
大
木
が
そ
び
え
た
っ
て
お
り
、
こ

の
大
木
を
「山
太
郎
」と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
山
太
郎
は
苔
に
覆
わ
れ
た
直
径
２
ｍ
以
上
あ
る
巨
幹
か
ら

水
平
に
楕
円
形
の
枝
を
伸
ば
し
青
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
様
子
か
ら
、
天
狗
の
座
と
し
て
尊
称

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
あ
る
材
木
商
が
こ
の
谷
の
伐
採
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
木
も
目
通
り
直

径
１
ｍ
は
超
え
る
大
木
ば
か
り
。
こ
れ
ら
を
伐
採
す
る
の
は
木
こ
り
の
中
で
も
か
な
り
の
腕
前
と
経
験

が
必
要
で
し
た
。
そ
こ
で
龍
神
村
上
福
井
地
区
の
木
こ
り
達
の
親
方
で
あ
っ
た
進
之
助
が
こ
の
仕
事
を

請
け
負
い
ま
し
た
。
進
之
助
は
人
並
み
以
上
の
腕
力
と
大
食
漢
で
有
名
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

伐
採
が
進
み
、
か
ね
て
よ
り
地
域
の
木
こ
り
た
ち
は
「こ
の
木
ぃ
は
天
狗
様
の
宿
る
木
ぃ
や
さ
か
伐
ら

ん
様
に
し
て
ほ
し
よ
」
と
買
主
へ
交
渉
し
て
い
ま
し
た
が
叶
わ
ず
、
進
之
助
が
伐
倒
役
を
引
き
受
け
、
つ

い
に
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
は
祭
壇
を
作
り
山
の
神
へ
祈
り
を
捧
げ
た
後
、
約
1
ｍ
の
大
鋸
で

伐
り
始
め
、
午
後
3
時
頃
に
お
お
よ
そ
半
分
ほ
ど
鋸
が
入
っ
た
そ
の
時
、
山
全
体
が
異
様
な
う
ね
り
を

上
げ
、
天
狗
風
（旋
風
）
が
巻
き
起
こ
り
、
山
太
郎
は
根
元
か
ら
大
き
く
裂
け
地
響
き
を
上
げ
な
が
ら
谷

底
へ
倒
れ
ま
し
た
。

木
こ
り
達
は
進
之
助
が
い
た
方
へ
駆
け
付
け
ま
し
た
が
な
ぜ
か
彼
の
姿
は
無
く
、
大
声
で
呼
ん
で
も

返
答
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
進
之
助
が
片
時
も
離
さ
な
か
っ
た
キ
セ
ル
差
し
と
た
ば
こ
入
れ
が
倒
し
た

山
太
郎
の
枝
に
か
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
以
降
行
方
不
明
と
な
っ
た
進
之
助
の
捜
索
が
徹
底
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
彼
が
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た
も
の
と
し
て
た
い
そ
う
人
々
に
恐
れ
ら
れ
ま
し

た
。約

1
か
月
後
、
谷
底
に
倒
れ
た
山
太
郎
の
幹
に
腰
を
か
け
た
怪
し
げ
な
白
髪
痩
身
の
老
人
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
見
つ
け
た
木
こ
り
は
仲
間
を
呼
び
恐
る
恐
る
老
人
を
見
る
と
そ
れ
が
進
之
助
と
分
か
り
、

急
ぎ
自
宅
へ
送
り
届
け
ま
し
た
が
3
日
目
に
彼
は
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
ま
る
で
神
隠
し
に
で
も

あ
っ
た
進
之
助
は
こ
の
1
か
月
余
り
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
の
か
、
な
ぜ
白
髪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

は
不
明
の
ま
ま
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
後
岩
山
は
畏
敬
の
念
を
込
め
て
天
狗
岩
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

残
念
な
が
ら
現
在
は
岩
山
の
天
狗
岩
ま
で
は
一
般
車
両
は
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

先
に
述
べ
た
天
狗
岩
と
は
別
に
、
同
地
区
の
河
川
に
昔
々
か
ら
こ
の
地
域
で
「て
ん
ぐ
い
わ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
天
狗
の
顏
に
似
た
巨
岩
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
川
遊
び
や
ウ
ナ
ギ
捕
り
の
好
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
そ

う
で
、
川
へ
突
き
出
た
こ
の
岩
は
「て
ん
ぐ
い
さ
ん
」

大
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る

秘

境

の

名

湯

き

ら

り

平成16年4月に開設した季楽里龍神。以前は龍神山荘というログコテージやテニス

コートがある施設でした。”四季折々の季節を楽しめる里”ということから一般公募

で名前が付けられ、その名のとおり春は桜、夏は新緑、秋は紅葉、冬は雪景色を楽

しむことができ、夜空いっぱいに広がる満点の星空観賞も。龍神材でできた館内は

明るく清潔感があり木の温もりを感じられ、開業から20年近く経った今でも”木の良

い香りがする”と話される方もいるそう。客室は57室あり、和室・洋室どちらも大自

然の眺望を楽しんでいただけます。中にはペット(小型犬)と泊まる事ができるお部屋

や、温泉浴室が付いたバリアフリーの

特別室も用意されています。本館よりも

紀州スギでできた木工家具

『G.WORKS』のベンチは

肌触りが良く、座り心地抜群。

龍神温泉の大浴場

内湯

男女ともにサウナ完備

温泉の名前の由来は、弘法大師が八大龍王の長である「難陀龍王」の夢の

お告げにより開湯され、龍神温泉と名付けたとされています。龍神温泉は

島根県の湯の川温泉、群馬県の川中温泉とともに日本三美人の湯と称され

ており、”化粧いらずの美人の湯”といわれています。

泉質はナトリウム炭酸水素塩泉で、

つるつるでしっとりとした柔らか

いお肌に。また、冷え性や肩こり

神経痛などにも効果があるとされ

ています。広々と開放感のある大

浴場はゆっくり過ごすことができ

るので、体の芯までぽかぽかに。

露天風呂

特別室

スタッフの皆さんから一言

ホームページ

はこちら！

季楽里龍神では龍神村在住の方は無料送

迎を行っているので、車を持っていない

方や運転に自信のない方でも安心して宿

泊することができます。また、県外の方

は日程が決まっていますが藤並駅までの

送迎バスが出ているので、特急列車と併

せて利用が可能です。

売店には古くから龍神村の家庭で造られている味わい深い龍神

味噌や、肉厚ジューシーな龍神生しいたけなどをはじめ、県内

の酒類やお菓子なども揃っています。温泉を使用した入浴剤や

石鹸なども販売しているので、ご自宅でも龍神温泉のつるつる

しっとりとしたお肌になることができますよ。

気分をリフレッシュしたい、日々の喧騒に少し疲れてしまった

方、どんな方でも、少し足を延ばし、龍神村の惠みを使った美

味しいお料理を味わい、良質な温泉で体の芯から疲れを癒す自

分へのご褒美旅に出かけてみるのはいかがでしょうか？

～
甲
斐
ノ
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て
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ぐ
い
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昼
食
メ
ニ
ュ
ー

天ぷらそば
蕎麦のつるっとした喉越しとサクッと

揚がった天ぷらとの相性が抜群。龍神

村産の蕎麦粉と、三美人の湯がある島

根県、群馬県の蕎麦粉・小麦粉を使用。

蕎麦本来の味が楽しめる一品。

山の幸御膳
地元の山菜や川魚などを使った季節ごとの

旬の幸が味わえる自慢の一品。熊野牛の陶

板焼き（右写真）と日帰り入浴がセットに

なったプランも。休日の贅沢なランチタイ

ムを過ごしてみては。

高野龍神スカイライン

世界遺産『高野山』から

龍神温泉を結ぶ42.7kmの

山岳ハイウェイ。

原生林をぬって走る模様は

龍のうねりを想像させる。

四季折々の美しい風景を

ドライブしながら楽しめる。

※冬季通行規制あり

宿泊時のお食事はバイキング形式となっており、地元で穫れた食

材にこだわった地域色豊かな料理をいただくことができます。美

しい水や豊かな自然が育んだ山の幸をふんだんに使っているから

こそ新鮮で色鮮やか、種類も豊富で優しい味付けなのでいくらで

も食べることができちゃいます。揚げ物や甘味も充実しているの

で、全世代のお客様に満足していただける内容となっています。

引
用
：
龍
神
村
誌

下
巻

季楽里龍神
〒645-0525 和歌山県田辺市龍神村龍神189

☏0739-79-0331

営業時間
レストラン ：11：30～13：30（L.O）

※冬季期間中13：00（L.O）

日帰り入浴： 11：00～15：00（受付）

売店：7：30～21：00

定休日なし（メンテナンス等による臨時休館あり）

龍神村にお住まいの方は

ご宿泊時村内全域無料送迎！(1名～)

少しリーズナブルな別館・東館もあるため、釣りや湯治、学校の合宿などで長期滞在される

お客さんも多いんだそうですよ。

の
敬
称
で
今
も
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
天
狗
の
言
い
伝
え
や
名
称
が
複
数
残

る
こ
の
地
区
は
、
も
し
か
し
た
ら
遠
い
昔
、

本
当
に
天
狗
の
住
処
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ご宿泊はもちろんのこと、日帰り入浴やお食事だけのご利

用も可能です。お一人様も大歓迎！

各種プラン／料金や空き状況など、お気軽にお問い合わせ

ください。

みなさまのご来館をお待ちしております！

インスタグラムも日々更新しています。

お得な情報など発信していきますので、フォローお願いします♪

バイキングは

日帰りでも利用可能！

※要予約

ロビー併設の

『Café sankirai（サンキライ）』

でひとやすみ♪

コーヒー、ソフトクリーム、アルコールな

どが揃っています。待ち合わせや入浴

後の休憩などにいかが？

※要予約（冬季期間中は週末と祝日のみ営業）


